
75歳からの医療費が変わる！

2025年9月「配慮措置終了」で

知っておくべき大切なこと



はじめに - なぜ今、医療費の話？

 2025年9月、75歳以上の医療費「配慮措置」が終了します

 「負担が増える？」「年金暮らしなのに...」という不安の

声が多く聞かれています

 このプレゼンテーションでは、制度の理解と具体的な対策

をわかりやすくご説明します

♥ 正しい知識と準備で、不安を安心に変えましょう



結論から - 2025年10月から何が変わる？

 配慮措置の終了：2022年から3年間続いた「やさしさ制度」

が終了します

 具体的な変化：月3,000円までの負担増調整が終了し、本

来の2割負担に戻ります

 影響：月最大で5,000円程度の出費増の可能性があります

2022年10月

2割負担導入

配慮措置開始

2025年9月

配慮措置

終了

2025年10月

完全2割負担

開始



どんな方が対象になるの？

 対象者：収入が多めの75歳以上の方

収入基準

 単身：年収200万円以上

 夫婦：合計年収320万円以上

確認方法

 保険証に「2割」と記載されているかを確認してくださ

い



「配慮措置」って何だったの？

 背景：2022年10月の75歳以上医療費2割負担化に伴う、国

からの「思いやり」措置

 内容：2割負担対象者に対し、通院医療費の負担増を月

3,000円までに抑制

例：月の医療費10万円の場合

本来の2割負担

20,000円
→

配慮措置適用

13,000円
(1割+3,000円)

毎月7,000円の負担軽減！



実際にどのくらい負担が増える？

年間で考えるとどうなる？

月3,000円増の場合

年間36,000円増

月5,000円増の場合

年間60,000円増

※月の医療費が3万円以下の方は変化がありません



どんな方が特に影響を受けやすい？

特に注意が必要な方

 糖尿病や高血圧などで定期

的に通院している方

 複数の病院にかかっている

方

 高額な薬を使用している方

 月に2～3回以上通院する

方

あまり心配しなくてよい

方

 月1回の通院で、薬代込み

でも3万円以下の方

 風邪薬程度で、普段はあま

り病院にかからない方

 健康診断のみで治療を受け

ていない方



高額療養費制度 - あなたを守る「お守り」

 制度概要：月の医療費が一定額を超えた場合、超えた分が

国から戻ってくる制度

2割負担の方の上限額

通院のみ

月18,000円
（年間上限144,000円）

入院含む

月57,600円

手続き方法

 初回申請後、2回目以降は自動還付

（2年の時効に注意）



マイナ保険証で窓口負担を楽に


窓口での支払いが上限額までで済む

（一時的な多額の支払いが不要）

 薬の履歴が自動管理される

 重複投薬を防止できる

使い方

1

病院の受付で「マイナ

保険証です」と伝える

2

カードを機械にかざす

3

画面の指示に従って操

作する



医療費を抑えるちょっとした工夫

 かかりつけ医を持つ

重複診療の回避、薬の飲み合わせチェック、信頼できる相談

相手に

 ジェネリック医薬品

同じ効果で薬代を2～5割節約可能

 お薬手帳を活用

薬の重複‧飲み合わせ防止、安全性向上と節約効果



家計の準備と心構え

 負担増への向き合い方：月3,000円～5,000円は工夫次第で

対応可能

1 現在の医療費を把握

家計簿をつけて、毎月の医療費支出を確認しましょう

2 他の支出を見直し

食費、光熱費などを見直し、月2,000円～3,000円の節約を

3 予算に組み込む

残りを「健康への投資」として予算に組み込みましょう

心構えが大切

♥ 「節約、節約」と考えず、「健康のための投資」と捉

えましょう



まとめ - 不安より準備を大切に

覚えておきたい3つのポイント

1
負担増は月3,000円～5,000円程度だが、高額療養費制度で月1万

8,000円が上限

2 マイナ保険証で窓口負担を抑制

3 かかりつけ医、ジェネリック医薬品で医療費を工夫

困ったときは一人で悩まず相談を

 市町村の後期高齢者医療担当窓口  病院の医療相談室

 地域の消費生活センター ♥ 社会福祉協議会

制度を理解し、準備すれば乗り越えられます

備えあれば憂いなし


